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21 世紀型情報教育の実践研究 

－システム思考による課題解決能力の育成－ 

 

更 科 幸 一（自由学園中・高等科）   

 
はじめに 

教科「情報」が 2003 年度から始まり 10 年が経過した。『21 世紀にふさわしい学びとは何か』という

問いに対して教科「情報」の役割は大きいと考えられる。「新しい知識・情報・技術が政治・経済・文

化をはじめ社会のあらゆる領域で基盤となり、重要性を増す知識基盤社会において、教育の情報化は、

我が国の子どもたちが 21 世紀の世界において、生きていくための基礎となる力を形成するために大き

な意義を有している」と文部科学省が教育の情報化の重要性を説いている。まさにそれは今の情報教

育の重要性を指摘しており、『個人の社会への関心』『市民として国家をどの様に捉えるか』という考

えを、情報教育の中にも導入していくことであることに他ならないと考える。つまり、生徒一人ひと

りが、考えられる良き市民としてあるべき姿を情報教育の中で育むことを本研究の大目標とする。 

本研究は、その大目標への取り組みとして、課題や問題の解決能力や発見力が根幹を成すと考え、

システム思考の学習を取り入れた情報教育の実践研究である。 

 

目 的 

 これからの社会を生き抜いていくために子どもたちは「何をしっているか」から「何ができるか」

という能力に変化していかなければいけないと考える。それは解答のない問題に自らの答えが出せる

ような思考力と、現実に起こっている問題を他者と対話をしながら解決していく実践力を身につける

学習を通じて行うことである。 

 そのための一つの手法として、「システム思考」という考え方を導入することで、生徒の考える力を

より柔軟に、そして新しいものを生み出す力を育むことが出来る。 

システム思考とは1950年代に米国マサチューセッツ工科大学で誕生した学問であり、ひとつの現象

を点として捉えるのではなく、全体における構成要素として捉えるものである。表面的な事象に捉わ

れすぎず、根本的な問題解決を可能にする思考法である。 

 

学習について 

学習方法は３STEPで行う。 

[学習STEP１] 社会の課題について他校の生徒と共有・議論する 

他校の生徒と Skype や SNS を利用し社会問題について議論を行った。多様な考えを知ることも同時

に行いたいと考え、米国テキサスの The Woodlands High School に協力を得て共同研究を行った。議

論をするためのＳＮＳについては教員が把握できるシステムを検討し、ジャパンソサエティの Going 

Global を使用することにした。Skype を行う際の語学力向上は英語科と協力し、事前に主張や質問事
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項を英文にしておくことを行った。時差については、時間割を変更して柔軟に対応するようにした。 

Skype 終了後のリフレクションシートには、英語力を高めたいという感想も多くあったが、「もっと

いろいろな人と交流をして、知見を広めたいと思った。相手を前にしたときに何を話せばよいか分か

らなくなってしまったので、多くの人と話をして対話できるようにしたい」「実際にあって話をするこ

との重要性を感じた。インターネットでもコミュニケーションは十分に出来るが、実際に会って話を

した方が伝わりやすいと感じた」というコミュニケーションに関することが多く書かれていた。 

  

 

そして多角的なものの見方の重要性を理解する出来事があった。本校生徒から「アメリカの銃社会

は危険であり、問題であると思うがどう考えていますか」という問いに対して、アメリカの高校生か

ら「アメリカの銃は社会問題です。しかし日本の原発の方が問題であると私は思います。あなたはど

う考えていますか」というやり取りがあった。対話としての質は高くないが、議論を深めていくと生

徒たちは自然と、自分たちのこととして社会の問題を調べ、考えることが出来たことが、彼らの学び

に繋がったと考えられる。 

[学習STEP２] システム思考を用いて課題を深く理解し解決を導き出す 

課題を解決するときに表面的なできごとに捉われすぎてしまうことがよくある。その状況を克服す

るためには、若い時からの訓練が必要である。訓練とは課題解決を表面的なできごとを直線的に扱う

のではなく、全体を把握した上で、思い込みを排し、解決を考えることである。日本人の特徴として

直接的な解決を考えがちであることは、歴史を見ても明らかである。「沖縄や奄美大島でハブ退治のた

めに、マングースを島に放ったが、マングースは、ハブよりも手っ取り早く食べることの出来る両生

米国高校プロジェクト企画テンプレートⅠ          米国高校プロジェクト企画テンプレートⅡ 
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類や昆虫などを食べ、繁殖し増え続けた。結果ハブは減らなかった。」その結果、多額の予算を投じマ

ングース防除を行うことになった。ハブ退治という課題に対して直線的な解決を試みた例である。 

 

ＳＮＳ利用の現状と課題ループ図 

左図はシステム思考を用いて考えたＳＮＳ利用の現

状と課題である。図の中にある、「強」は強化型ループ

と呼ばれ、どんどん増え続け、強化しつづけるものであ

る。「バ」はバランス型ループと呼ばれ、ある幅の中で

安定をするものである。 

「普段は自分の考えを言葉に出そうとすると、たくさん

引き出しがあり、感じていることはいろいろあるが、上

手に伝えることが出来ない。システム思考という手段は、

それを整理することが可能だと実感した。 

『課題解決＝問題を解消する』ということはストレスのより少ない世界を創る事ができるかもしれな

い。そういった意味でもシステム思考による課題解決は、たくさんの要素を客観視できるから、いろ

いろな人間のことを考えて対策を考えられる」「システム思考を学ぶと、周りの物事は循環して成り立

っていることがわかった。また物事や意識の変化に影響を及ぼせるかについて考えることができると

思った。このシステム思考は悪循環をすばやく好循環へと変えられる大きな術だと感じた」生徒の感

想でから、システム思考を使うことで、課題を解決すること以外に、物事を一面的に見ない力がつい

ていることがわかる。 

[学習STEP３] 解決のための手段をプレゼンテーションする 

インプットの多い学習方法では、知識が貯金されたような気持ちになり安心する。しかし変化をも

たらす行動に繋げることは出来ない。解決のためには、大小関係なくアウトプットをすることで行動

変容が起こると考えた。一人ひとりがシステム思考後、課題解決のプレゼンテーションを作成し、校

内で発表した。2014年1月11日東京成徳大学中学校(中高一貫部)でプレゼンテーションを行った。東京

成徳大学中学･高等学校、豊南高校、明星高等学校、東京学芸大学付属高等学校の生徒300名に向けて

『ＳＮＳが人生を変える』というテーマで、ＳＮＳの活用の方法について提案を行った。 

発表内容は、若者の稚拙なツイートに対する問題提起と、それに対する３つの提案であった。問題

提起をする際に、豚丼屋さんのアルバイト定員が「バイトで客がウザかったから、豚丼に洗剤入れて

やった」というツイートを考えた。webへの投稿についての検証として、ＳＮＳのない時代に仲間内で

話されていた会話が、ＳＮＳの普及によって全世界の人に見られる様に変化したことを明らかにし、

自分の発言が全世界で見られている自覚を持つことの必要を示した。 

発表の結論として、「対策」、「知識」、「認識」の３つの提案が行われた。 

１「対策」（ＳＮＳの公開設定や情報を出しすぎないこと） 

２「知識」（その投稿が誰に読まれているか） 

３「認識」（自分の投稿がWEBに永遠に残る） 

また、３つの提案に加え、ＳＮＳのアルファベットの頭文字を基にしたキャッチフレーズ「Ｓ（そ
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の投稿）Ｎ（載せていいのか）Ｓ（再試行）」の提案もあった。 

 

まとめ 

『市民』という意識を生徒たちが持てる学びこそ、21 世紀型の教育に必要なことであり、重要なこ

とであると本研究を通じて理解できた。 

学びをはじめる小学校から高校生の間に「なぜ学ぶのか」という問いを、自分に立てたことの

ない生徒は大変多い。豊かである日本の特徴であり、95％以上が高校に進学するため、学校に行

くことが当たり前になっている現状がある。京都大学大学院医学研究科の研究でも同じようなこ

とが明らかになっている。生徒たちは、与えられる課題をこなすことは出来るが、創造し、より

深め、発想していく事は、なかなか難しかったようである。教員の力不足も大いにあると思われ

るが「受身な学び方」が定着してしまっていることも要因の一つと考えられる。そして、受験偏

重の教育システムがもたらす「学ぶ意義の欠如」ということも課題として挙げられる。知識暗記

型でより多くの知識をより早く、より正確にアウトプットする効率重視の教育の現状が、想像性

やクリティカルに考える思考を弱めていることは否めない。同時に情報端末の発展により、知り

たいことを調べるために努力をする必要がなくなったこと、さらに、高次の欲求を簡単に満たし

てくれる情報端末の存在も大きな要因の一つである。 

21世紀の教育を考えたときに求められることは、自立して能動的な人格の育成である。同時に

人間関係の希薄さによる「人間的なつながりの衰えの改善」も教育の場で行っていかなければな

らない。これはリアルな空間とサイバー空間(メディアも含む)に分けたときの、リアルな空間の

重要性を意味している。学校の中での自主的な活動の場、地域や様々な共同体の中で、生徒が主

役・中心となる活動を増やすことで、より主体的で批判的な見方を備え、つながりを大切に出来

る良き市民が育成できると考えられる。今後も研究を続け22世紀につながる教育を、多くの人た

ちと協力して行っていきたいと考えている。多くの方のご協力に感謝し、この場をお借りしてお

礼を申し上げたい。 
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